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野島 1 式土器の成り立ち 
－区画文間充填手法の確立－ 
井上 賢 
 
 
はじめに 
先の大戦中、防空砲台の工事で露出し、戦後間もなくその存在が確認された神奈川県横浜市野島貝塚。
この貝層から出土した土器はその調査報告〔赤星 1948〕で注目を集め、神奈川県横須賀市茅山貝塚の報
文〔赤星・岡本 1957〕において「野島式」として型式設定された。筆者はこの野島式を新旧に細分し、
「野島 1 式」、「野島 2 式」と命名した〔井上 1997〕。その後、かずさアカデミアパーク建設に伴い発掘
調査された千葉県木更津市台木 A・B 両遺跡の出土土器を検討する機会を得て〔井上 1998〕、千葉県君
津地方における野島 1 式の様相把握を試みた。その作業工程で、編年的位置付けに苦慮する土器の存在
を認めた［第 6 図 1］。そして当時の暫定的な見解として「現段階では、梯子状紋と、区画内が充填され
た三角形状の充填部が認められることから、野島 1 式に比定している」とした。以来、この土器の存在
を意識し、その編年的位置付けについて自問自答しながらも、得心できる解釈を示せずにいたが、近年、
この問題を解釈する上で有効性のある土器群が蓄積されてきた。本論ではこれらの土器群を整理するこ
とで、田戸上層式から子母口式へと続く文様変遷過程の延長線上で野島 1 式の成立を捉え直したい。 
 
 
１．研究小史 
まずは野島式の成立に係る研究のあゆみを概観し、現状を認識しておきたい。 
野島式の成立について、鈴木克彦は東京都町田市堂場遺跡出土土器を用いて、「田戸上層式からの漸
進的な推移の過程」として捉えようとした〔鈴木 1972〕。そして、関東地方において田戸上層式と野島
式との間に子母口式が介在することをどのように認識するのかという問題を提起し、その糸口を関東地
方周辺の絡条体圧痕の土器や微隆起線の土器に見出そうとした。「微隆起線文」については、「野島式の
最も古いものとしての位置、或いはその直前タイプ」と位置付け、「関東地方では流入的要素が強い」と
いう認識を示した。 
微隆起線の出自に関しては、熊谷常正が鈴木とは異なる見解を示している〔熊谷 1974〕。熊谷は「微
隆起線文のみが施された土器」を「野島式のティピカルなものとして捉え、野島式の各文様要素のなか
で最も浸透力･伝播力の強いものとして認識したい」とし、「田戸上層式からの漸移的変化が関東地方に
おいて細隆起線文を生み出し、それが東北地方に流入したという仮説」を提示した。また、細隆起線の
みの土器と沈線併用の土器との間には時間差を想定せず、「野島式内のバラエティとして把握した方が好
都合である」との見解を示した。 
瀬川裕市郎は野島式を沈線文土器群の最終段階に置き、田戸上層式と野島式との間に子母口式を介在
させずに、「田戸上層式土器の隆起帯が、野島式土器のそれに受け継がれていくものと考えれば、かなり
スムーズに系統的に連なる」と考えた。 
金子直行は埼玉県富士見市貝塚山遺跡出土の野島式土器を検討する中で、「木の根A式」〔安孫子 1982〕
を取り上げつつ「細隆起線文のみ使用される土器群」を基本的に野島式の古段階に位置付け、「子母口式
と野島式の区分は、幅広文様帯の確立、区画及び区画内充填手法の確立を以って、一線を画するのが妥
当と思われる」と結んでいる〔金子 1985〕。「木の根 A 式」は安孫子昭二が子母口式土器を検討する過
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程において仮称型式として提唱した土器群 1)で、野島式との繋がりの中で子母口式の新段階に位置付け
られたものである。「絡条体圧痕文･貝殻腹縁文･沈線･刻目等と細隆起線の貼付の複合する文様が特徴的」
とされた 2)。金子はその後「木の根 A 式」を「大枠での野島式に編入」しつつ広域編年を構築する上で
の指標と定め、そこに汎東日本的な「型式学的ホライズン」を見出そうとした〔金子 1993〕。そして子
母口式を貝殻沈線文系土器群の最終末期と捉えた〔金子 1994〕。 
「木の根 A 式」については小川和博が「混沌とした状況に置かれていると評される子母口式周辺の型
式群に対して、スムーズにその編年的位置付けが保証された土器型式である」と評価している〔小川
1997〕。また金子が提示した「タイプ別施文帯系統変遷図」〔金子 1993〕を「地域相別」に読み直すこ
とで、下総台地の土器を用いた「細隆起線紋施紋帯変遷」を示した。 
広域編年構築を目指す金子に対しては厳しい見方もある。西川博孝は各地域ごとの編年序列の必要性
を説くとともに、金子の示した施文帯の系統変遷に疑義を呈した〔西川 1996〕。また、領塚正浩は「施
文帯（文様帯）の相互比較や段階区分された土器の一括性に問題を残している」と評した〔領塚 1997〕。 
毒島正明は野島式土器の初頭を代表する土器として、千葉県野田市勢至久保遺跡出土土器を取り上げ、
当該期に位置付けられる土器群に対して「勢至久保類似土器」と命名した〔飯塚・毒島ほか 1987〕。そ
の特徴としては「確立とは言えないまでも区画充填手法がみられること、文様の下端を区画する意識が
確立に向かっていること、口縁部の横位の微隆起線文と口縁部絡条体圧痕文によって、文様帯が二層化
していること」が挙げられ、文様帯の拡張が子母口式と野島式との画期にはならないことが強調されて
いる 3)。 
新屋雅明は埼玉県大宮市上ノ宮遺跡の土器群に対して「木の根 A 式」段階よりは新しく、野島式の新
しい部分よりはさかのぼるというおおよその位置づけができよう」という見解を示しつつも、これまで
提示されてきた野島式の細分案と照合しても「そのまま該当するかというと疑問の余地が残される」と
し、これまでとは別の細分案を用意する必要性を示唆した。また、筆者が提示した「系譜 1」「系譜 2」
〔井上 1997〕のうち、上ノ宮遺跡の細隆起線の土器には「系譜 1」が認められないことを指摘し、両系
譜の関係性を問うた。さらに大宮台地の地域性として、細隆起線を主体とし沈線を客体的に含む土器組
成を指摘した。 
金子直行は上ノ宮遺跡の土器を足掛かりに「田戸上層式以降からの系統性を追いつつ」野島式の成立
について論じている〔金子 2000〕。金子は上ノ宮遺跡の野島式で注目される点として、野島式古段階に
おける「沈線文系土器と細隆起線文系土器の共伴関係」と「文様帯を縦分割する刻み隆帯の存在」を挙
げている 4)。そして、上ノ宮遺跡の野島式については「大きな 2 系統の流れ」を想定している。ひとつ
は「子母口式的な無文、擦痕整形の系統上に、細隆起線、沈線等の幅狭な文様帯を構成する南西関東的
な土器群（A タイプ）」であり、もうひとつが「吹切沢式に代表される様な条痕文を施文する系統で、幅
広の文様帯を構成する北東関東的な土器群（B タイプ）」である。野島式の成立を「田戸上層の新しい段
階以降で顕著に現れてくる」「縦位区画文」に着目して、北海道や北東北の土器群を用いながら「縦位区
画を持つ幅広文様帯」と「幅狭横帯構成」の共存が継承されてゆく様相を説明する。また同時に北海道･
北東北の土器群と上ノ宮遺跡の土器との間に認められる類似性･関連性も指摘した。隆起線は「根崎式と
ムシリⅠ式の中間的な段階」で出現するとした。「木の根 A 段階の土器群」と「ムシリⅠ式初頭の土器
群」が併行関係にある可能性も述べている。梯子状文の成立に関しては二つの複合過程を想定している。
ひとつは「2 本対の細隆起線区画」と「常世式」の貝殻腹縁文の複合であり、もうひとつが「ムシリⅠ
式」の「地文沈線文」と「地文の磨消手法」の複合である。中部高地の「判ノ木山西式」とされる集合
沈線の土器に対しては「原野島式と言える程である」と記して、野島式の成立に関与していた可能性を
指摘する。神奈川県茅ヶ崎市臼久保遺跡 J1 号住居址出土土器については「「木の根 A 段階」の良好な組
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み合わせ」との理解を示し、「清水柳 E 式」の大半や「地文縦位沈線文土器」〔田中 1999〕がこの段階
に位置付けられる可能性が高いとする。野島貝塚の「貝層直下出土土器の段階が、野島式の黎明期で成
立期と認識される」との立場を示しつつ、「子母口式と野島式を繋ぐ土器群として」「木の根 A段階土器
群」をとらえるとともに、「野島式をどのように規定していくかについて議論を深める」必要性を説いた。
野島式のメルクマールのひとつである「区画内充填手法」については「その祖形は既に沈線文系土器群
終末期に見え隠れしている」という。さらに「広域編年を視座に据えての構図関係を捉えるのが第一義
的であり、その後、細分なり、規定できるのであれば型式内容を究めていけばよいものと考える」と述
べ、自身の研究姿勢を表明した。また「判ノ木山西式」をはじめとする中部高地の「沈線文系土器群」
の検討を通して「野島式の押型文文化圏への分布拡大を促す大きな要因の一つを明らかにし得た」とす
るが、中部高地の土器と野島式との間にはまだ多くの不確定要素が内包されているものと思われる。 
 以上、野島式の成立に係る研究の流れを概観した。そこでは野島式期初頭の土器として「木の根 A式」
や「勢至久保類似土器」が提唱された。しかし、細隆起線を主文様要素とするこれらの土器群が真に野
島式成立期の枠内に収まるものであろうか。細隆起線を施文した土器は神奈川県横須賀市田戸遺跡出土
土器の中にも認められ、野島式以前にすでに存在していたと考えるのが妥当である。細隆起線はそれ自
体の存在を取り沙汰するよりも、細隆起線で描出される文様構成を検討することが肝要であろう。また、
子母口式と野島式を画するメルクマールとして重視されてきた「区画内充填手法」についても、前述し
た金子の言にもあるように「沈線文系土器群終末期」にその存在が認識されつつあり、再検討を要する
時期に差し掛かっていると思われる。野島式の成立を巡る問題は新たな局面を迎えているといえよう。
本論では前型式との関係を重視し、田戸上層式→子母口式→野島式という流れを念頭に置きつつ野島式
の成立を検討したい。 
 
 
2．野島 1式成立前の土器様相 －子母口式と田戸上層式－ 
子母口式は神奈川県川崎市子母口貝塚出土土器を標式資料として、同県横浜市大口坂貝塚の層位的な
成果と比較資料を加えて設定された〔山内 1941〕。かの山内清男をして「尚資料不足のため、不明な点
が多く、自信を以ってこの式の内容を説き得ない。」と言わしめた土器群である。型式設定当初から、無
文が多いとされながらも、文様要素としては細隆起線、隆線、刺突文、沈線、絡条体圧痕が挙げられて
いた。近年再整理された資料〔金子ほか 1992〕と併せて今回注目したいのは、二本の平行線による斜行
文（逆 V 字状文）や曲線文［第 3図 1・2］等の文様意匠と、二列平行の連続刺突文による斜行文に斜
位の集合沈線が組み合わさった［第 7図 13］ある種の「充填手法」である。これら標式資料に加え、近
年では関東近県で子母口式文様の多様性を示す資料が増加しており、その文様バラエティが次第に明ら
かとなりつつある。これらの文様はその出自を前代の田戸上層式に辿ることができると考えている。 
田戸上層式の文様は田戸下層式の流れを汲む〈古〉段階から隆線文様が採用される〈新〉段階を経て
文様の簡素化・無文化が進む〈新々〉段階へという変遷が想定されている〔岡本ほか 1994〕。その代表
的な文様意匠はＪ字状または鉤の手状の文様を横位に連結させた入組文［第 1図 7、第 2図 2］や蕨手
文［第 1図 1・8］であり、この他に雷文［第 1図 7］、環状文［第 1図 2・3・6・9］、X字状文［第 2
図 1］等がある。また、貝殻文を付した瘤状突起や貼付文［第 1図 6・9］が要所に配され、鋸歯状文や
波状文［第 1図 7］が文様帯を画する。〈新々〉段階には無文化する土器［第 2図 4・5］とともに、文
様の簡素化の過程で入組文から派生したと解される弧状文［第 2図 3］が現れる。 
田戸上層式には区画内を貝殻腹縁文で充填する土器もある。充填文は〈古〉段階の土器に多いが［第
1 図 1・8］、〈新〉段階に位置付けられる隆線の土器にも認められる［第 1 図 6］。更に簡素化した文様
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第 1図 田戸上層式土器（1） 
1 千葉県成田市三里塚№19遺跡  2 千葉県小見川町城ノ台南貝塚  3・9 神奈川県横須賀市田戸遺跡   
4・5・8 千葉県成田市取香和田戸遺跡  6・7 千葉県芝山町新東京国際空港№7遺跡 
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第 2図 
 
 
第 2図 田戸上層式土器（2） 
2 1 
1・2 神奈川県横須賀市田戸遺跡  3 千葉県小見川町城ノ台南貝塚  4・5 千葉県小見川町城ノ台北
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 22 
でも沈線による粗い充填文［第 1図 5］が看取され、〈新々〉段階に充填手法が命脈を保っていたことが
想定される。これらのいわば「区画内充填手法」が子母口式にも継承されたことを示唆する資料が散見
されるようになってきた。その好例が千葉県市原市新井花和田遺跡 066竪穴住居跡出土土器［第 8図 1
～4］である。 
1～4は住居跡内の「遺物集中部分」から出土しており、一括性の高い出土状況を示す。1は横位多段
の連続刺突文土器で、子母口式に比定できる。2 は瘤状突起が特徴的な田戸上層式である。3 は細沈線
による「区画内充填手法」が見受けられることから、旧来の解釈であれば野島式に比定されようが、こ
の「区画内充填手法」は田戸上層式の流れを汲むものと考えたい。充填部分は三角形区画を基調として
おり、第 1図 5・8 等に見られる充填手法の延長線上にあると捉えられる。細沈線は鋭く、田戸上層式
の沈線と相通じる。器面は擦痕調整で、口唇部には絡条体圧痕を付す。これらの様相から、3 は野島式
とするよりも子母口式と捉える方が適当である。更に 4の細隆起線土器は田戸上層式に特徴的なキャリ
パー形を呈し、2 の土器と併せて、田戸上層式との親近性を示している。以上の観点から推察するに、
この一括土器群は田戸上層式の様相を色濃く残す子母口式期の所産と解することができよう。 
この他、同遺跡からは沈線による「区画内充填手法」と併せて細隆起線を施文した土器［第 8図 5］
や刺突文を加えた土器［第 8 図 6］も出土している。5 の中央部に見られる平行四辺形や三角形区画内
に数本の短沈線を刻む手法は、田戸上層式にその祖形が看取される。第 1図 9の中央部で向かい合う三
角形区画内に加えられた二対の平行線がその一例である。類似の文様は生見尾村貝塚（現神奈川県横浜
市風早台貝塚）出土の細隆起線土器［第 5図 9］、千葉県市原市大作頭遺跡出土の細沈線土器［第 6図 4］、
千葉県木更津市石神古墳群出土土器［第 7図 11］、千葉県四街道市上野遺跡出土の細隆起線土器［第 9
図 3］でも見受けられる。 
石神古墳群出土土器［第 7図 9～11］は充填文に絡条体圧痕が用いられており、子母口式期における
区画内充填手法の存在を示す好例といえる。千葉県多古町土持台遺跡出土土器［第 7図 8］では区画内
に縄紋Ｒが充填されている。田戸上層式期まで遡る土器かもしれない。これらの土器の文様構成は概し
て不規則で一見して整合性も見出せない。その一要因は縦位区画文の発達にある。かつて田戸上層式文
様は横位に連繋して均整を保っていたが、無文化・簡素化の渦中で次第にその規制が薄れ、子母口式期
に至り縦位区画文が顕在化［第 3図 7・10］することで横位展開していた文様が分断され、統制が取れ
なくなった。その結果、文様は連続性を失い、更には縦位区画文を境として左右で異なる文様を嵌め込
んだ土器も現れるようになる。 
子母口貝塚出土土器の曲線文［第 3図 2］は、入組文の分解によって生じたものであろう。茨城県友
部町石山神遺跡出土土器の沈線文様［第 3図 3］は子母口式期に入組文が残存した一例として捉えられ
る。千葉県袖ケ浦市西萩原遺跡出土土器［第 6図 2］では入組文の中心を縦位区画文が貫いている。沈
線による充填文が施されていることから野島 1式とする見方もあるが、入組文がその形状を保持してい
ることを重視して、子母口式期に位置付けておきたい。 
千葉県木更津市台木 B遺跡出土の子母口式［第 3図 6］では波頂下の円形貼付文を変換点として、連
続刺突文と波状沈線が施されている。同市台木Ａ遺跡 011号址出土の子母口式［第 3図 9］においても
横位多段の連続刺突文の直下で波状文がかすかに認められる。これらの波状文様は田戸上層式から存続
するものである。千葉県野田市勢至久保遺跡第 4B 号炉穴出土の細隆起線土器［第 4図 1］では、横位
区画文と縦位区画文によって仕切られた矩形の区画のうち、拓本右端でのみ三角形区画内が充填され、
環状文も配されている。これらの祖形は前述したとおり田戸上層式にある。 
三角形区画内への充填は埼玉県川口市叺原遺跡 3号住居址出土の細隆起線土器［第 4図 2］、千葉県木
更津市台木Ｂ遺跡 037号址出土土器［第 6図 1］にも見受けられる。これらの土器はいずれも田戸上層
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第 3図 
 
第 3図 子母口式土器 
2 
8 
7 
5 
6 
1 4 
1・2 神奈川県川崎市子母口貝塚  3・4 茨城県友部町石山神遺跡（3：第 1号住居跡）   
5・8 千葉県小見川町城ノ台南貝塚  6・10 千葉県木更津市台木Ｂ遺跡（10：005号住）   
7 千葉県光町神山谷遺跡  9 千葉県木更津市台木Ａ遺跡 011号址 
3 
10 9 
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第 4図  
第 4図 子母口式期における区画内充填土器（1） 
1 
1 千葉県野田市勢至久保遺跡第 4Ｂ号炉穴  2 埼玉県川口市叺原遺跡 3号住居址 
2 
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第 5図  
第 5図 子母口式期における区画内充填土器（2） 
3 
2 
8 
7 
5 6 
1 
4 
1 千葉県印西市泉北側第 2遺跡 095号炉穴  2～6 千葉県白井市復山谷遺跡   
7 千葉県成田市長田雉ケ原遺跡 193号土坑  8 千葉県成田市椎ノ木遺跡   
9・10 神奈川県横浜市生見尾村貝塚（風早台貝塚） 
10 
9 
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式文様を継承しつつ新たに縦位区画文を取り入れた子母口式期の土器と解している。 
第 6図 1の細沈線による鋸歯状文は千葉県成田市取香和田戸（空港№60）遺跡出土の田戸上層式［第
1図 4］に見える沈線文様に祖形を求めることができるかもしれない。また、第 6図 1には緩い弧線も
施文されているが、孤状の文様は田戸上層式期に生成され、子母口式期の土器にもしばしば認められる
［第 3図 8、第 4図 1、第 5図 1・2・4、第 9図 4］。 
千葉県小見川町城ノ台南貝塚出土の子母口式［第 3図 8］は絡条体圧痕を付した 2本の扁平隆帯が文
様帯の上下端を画する横位区画文となり、下端の扁平隆帯直上に円形刺突文が緩い孤をなして連続施文
されている。同一個体とされる千葉県白井市復山谷遺跡出土の細隆起線土器［第 5図 2～6］の中には 3
のように縦位の文様も見受けられるが、これは千葉県印西市泉北側第 2遺跡 095号炉穴出土の細隆起線
土器［第 5図 1］にある縦位文様と同様に、文様帯を分割する縦位区画文にはなりえないであろう。5・
6 では繊細な沈線が施文された箇所もある。部分的・局所的な充填手法は千葉県成田市長田雉子ケ原遺
跡 193号土坑出土土器［第 5図 7］と千葉県成田市椎ノ木遺跡出土の細沈線土器［第 5図 8］でも認め
られる。7では横位区画文に多段の連続刺突文が採用されているが、こうした多段化あるいは多条化［第
6図 1］も子母口式期特有といえよう。 
横位多段の連続刺突文［第 3図 9等］は子母口式に多用されるが、東京都多摩ニュータウン№344遺
跡 24号住居跡出土土器［第 7図 5］・台木 A遺跡 45号址出土土器［第 7図 7］・千葉県八千代市上谷遺
跡 F064出土土器［第 7図 12］のように沈線と併施文されるものがある。以前このような土器は「区画
内充填手法」が採用されていると見なし、野島 1式の範疇で捉えていたが、これらには縦位区画文が認
められず、区画文と充填文が未分化な状態であることから、子母口式期の所産と再認識したい。 
第 7図 5や 7の共伴資料［第 7図 1～4、6］が全て子母口式であることも、この見解を層位的に裏付
けるものとなり得よう。連続刺突文と沈線の併用は千葉県市原市大作頭遺跡出土土器［第 6図 3］・東京
都町田市簗田寺南遺跡出土土器［第 6図 5・6］でも認められるが、やはり区画文と充填文の分化は不明
瞭である。 
環状文は石山神遺跡出土土器［第 3図 4］では絡条体圧痕を有する扁平隆帯により描出され、千葉県
四街道市上野遺跡出土の細隆起線土器［第 9 図 1］では細隆起線による梯子状文に置換されている。1
と共伴関係（002号炉穴出土）にある第 9図 2は口縁部に円孔文を巡らし、器面全体を斜格子目状の帯
状条痕で覆い、直線的に斜めに立ち上がる器形をなすことから、子母口式に比定できる。梯子状文はこ
れまで野島 1式期に成立したものと考えてきたが、この共伴事例により、子母口式期にすでに存在した
と認識を改める必要がある。上野遺跡ではこの他にも看過できない資料が出土している。 
第 9図 5は「地文縦位沈線文土器」の一種であろう。第 9図 6の屈曲した器形と併せ、静岡県東部域
の影響関係が窺える。第 9図 7では沈線による「区画内充填手法」が認められるが、鉤の手状の文様が
描かれていることから、田戸上層式に出自を辿れるものと考える。上野遺跡出土土器は子母口式の一様
相を示す良好な資料として重視されよう。 
「地文縦位沈線文土器」は神奈川県茅ヶ崎市臼久保遺跡Ｊ1号住居址出土の一括資料［第 10図］中に
も含まれている（2）。1の細隆起線土器は区画内充填が認められることから、これまで野島 1式として
捉えてきたが、最早子母口式期の所産と見なすことに抵抗はない。3 の絡条体圧痕文土器がその見解を
後押ししてくれる。4の波状文、5の斜格子目文、6の鋸歯状文はどれも子母口式の範疇に収まるもので
ある。 
以上、田戸上層式から子母口式にかけての文様の継承関係を追ってきた。そして「区画内充填手法」
が両型式を通して存続することがわかった。 
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第 6図  
第 6図 子母口式期における区画内充填土器（3） 
3 
2 
5 
6 
1 
4 
1 千葉県木更津市台木Ｂ遺跡 037号址  2 千葉県袖ケ浦市西萩原遺跡 5号炉穴   
3・4 千葉県市原市大作頭遺跡  5・6 東京都町田市簗田寺南遺跡 
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第 7図  
第 7図 子母口式期における区画内充填土器（4）とその共伴土器 
9 
3 
2 
8 
7 
5 
6 
1 
4 
1～5 東京都町田市多摩ニュータウン№344遺跡 24号住居跡  6・7 千葉県木更津市台木Ａ遺跡 45号址   
8 千葉県多古町土持台遺跡  9～11 千葉県木更津市石神古墳群  12 千葉県八千代市上谷遺跡Ｆ064   
13 神奈川県川崎市子母口貝塚 
10 11 
12 
13 
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第 8図  
第 8図 千葉県市原市新井花和田遺跡出土土器 
3 
2 
5 
6 
1 
4 
1～4 066竪穴住居跡 
1/6 
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第 9図  
第 9図 千葉県四街道市上野遺跡出土土器 
3 
2 
7 
5 
6 
1 
4 
1・2 002号炉穴 
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第 10図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 11図 
 
第 10図 神奈川県茅ヶ崎市臼久保遺跡Ｊ1号住居址出土土器 
3 
2 
5 
6 1 
4 
2 1 
4 
1 
3 
2 
第 11図 埼玉県浦和市明花向Ａ遺跡第 1号竪穴状遺構出土土器 
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3．子母口式と野島 1式の弁別 －「区画内充填手法」から「区画文間充填手法」へ－ 
これまで子母口式は前代の田戸上層式からの文様変遷過程の中で無文化傾向にある土器と見做され
ることが多かったが、それだけでなくバラエティ豊かな文様意匠を持つ土器を含んでいる。特に、田戸
上層式からの流れを汲む「区画内充填手法」を継承した土器や、「梯子状文」の土器は野島 1 式との弁
別を困難なものとしているが、「梯子状文」の土器については千葉県四街道市上野遺跡［第 9 図］の様
相等を鑑みれば、子母口式期に成立していたものと判断したい。「区画内充填手法」についても従来は子
母口式には存在せず、野島式で成立したものと考えられてきたが、この見解を修正する必要性が生じて
きた。子母口式の「区画内充填手法」は田戸上層式から受け継いだものであり、部分的・局所的で、用
いられる沈線は細くてシャープなものが多い。千葉県市原市新井花和田遺跡出土の共伴資料［第 8図 1
～4］が好例である。一方、野島式の「区画内充填手法」は横位区画文・縦位区画文・意匠区画文の間
を沈線・細隆起線・微隆起線・刺突文・押引文による集合文様で面的に充填するものであり、子母口式
期のものとは一線を画すると考えたい。そこで、野島式でこれまで「区画内充填手法」と呼んでいたも
のについては新たに「区画文間充填手法」と命名し、子母口式と野島式との識別を明確化しようと思う。
ここで「区画文間充填手法」を採用した土器を「区画文間充填土器」、「梯子状文」を用いた土器を「梯
子状文土器」と呼ぶことにする。 
基本的に、田戸上層式は横位に連結して流れるような文様構成を基調とする。それが子母口式期に至
ると縦位区画文の発生により横方向の文様展開が阻まれ、横位の連繋が弱まる。こうした過程の中で、
波頂下の円形貼付文を境として左右で文様要素を異にする土器［第 3図 6］や、縦位区画文の両側で全
く異なる文様意匠を配する土器［第 4 図 1］が出現するのだろう。文様の横位展開はその後野島 1・2
式から鵜ガ島台式へと変遷する過程で次第に復調の兆しを見せ始め、強固な縦位区画文を有する土器と
併存しつつ茅山下層式や茅山上層式に至るものと大局的には考えている。 
 
 
4．野島 1式の文様 
 野島 1式期には前代の田戸上層式・子母口式から多様な文様を受け継ぎながら、区画文間充填土器と
梯子状文土器が並存して組成をなしていることがわかった。ここからは文様構成が捉えられる復元個体
を中心に、遺構内一括資料も加味しつつ野島 1式の文様把握に努めたい。 
埼玉県浦和市明花向 A遺跡第 1号竪穴状遺構からは、区画文間充填土器［第 11図 1～4］がまとまっ
て出土し、細隆起線区画の土器（1）と太沈線区画の土器（2～4）が共伴している。1は孤状文（あるい
は曲線化した斜行文）を意匠区画文とし、充填文には細沈線と細隆起線が併用されている。2 の意匠区
画文は X字状文で、細沈線と刺突文が充填される。3には縦位区画文に刻みを付す隆帯が用いられ、太
沈線の意匠区画文と細沈線並びに刺突文による充填がなされている。複数の異なる文様意匠と文様要素
の並存を示す一括資料として捉えられる。 
埼玉県川口市ト伝遺跡 117号炉穴出土土器［第 12図 1］は y字状文を基調とする区画文間充填土器
であるが、拓本左端において細隆起線による梯子状文が文様帯下端からはみ出すように施文されている
ことが認められる。区画文間充填手法と梯子状文が並存していたことがわかる。文様帯下端からはみ出
した梯子状文は千葉県木更津市台木 A遺跡出土の梯子状文土器［第 12図 2～4］の中にも見受けられる
（4）。これらの土器では梯子状文が細沈線で描かれており、縦位区画文を跨ぐように X字状文が配され
ている（2）。 
埼玉県浦和市広ヶ谷戸稲荷越遺跡第 4次調査第 4号ファイヤーピット〔炉穴 A〕出土の区画文間充填
土器［第 13図 1］と同市大谷口向原南遺跡第 2次調査第 4区第 2号ファイヤーピット出土の区画文間
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第 12図  
第 12図 野島 1式土器（1） 
3 
2 
1 
4 
1 埼玉県川口市ト伝遺跡 117号炉穴  2～4 千葉県木更津市台木Ａ遺跡 
1 
 34 
第 13図  
第 13図 野島 1式土器（2） 
2 
1 
1 埼玉県浦和市広ヶ谷戸稲荷越遺跡第 4次調査第 4号ファイヤーピット（炉穴Ａ） 
2 埼玉県浦和市大谷口向原南遺跡第 2次調査第 4区第 2号ファイヤーピット 
3 千葉県船橋市飛ノ台貝塚第 11号炉穴 
3 
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第 14図  
第 14図 野島 1式土器（3） 
2 
5 
6 
1 
4 
1 千葉県船橋市飛ノ台貝塚第 7号炉穴Ａ  2 埼玉県浦和市稲荷越遺跡第 2次調査第 1号ファイヤーピット 
3・5 飛ノ台貝塚第 27号炉穴Ｂ  4 飛ノ台貝塚第 12号炉穴  6 飛ノ台貝塚第 39号炉穴 
3 
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充填土器［第 13図 2］では縦位区画文を境として曲線文が向き合っている。同様の文様意匠は千葉県本
埜村瀧水寺裏遺跡出土の梯子状文土器［第 17図 1］にも認められる。同様の文様意匠が異なる描出手法
で描かれる一例である。第 13 図 1 では曲線文とそれが直線化したと思われる屈曲文が併施文されてい
ることから、千葉県船橋市飛ノ台貝塚第 11号炉穴出土の区画文間充填土器［第 13図 3］の屈曲文も同
種の文様意匠であることがわかる。 
飛ノ台貝塚からはこの他にも野島 1式の良好な資料が多数出土している［第 14図 1・3～6］。4を除
きいずれも区画文間充填土器である。意匠区画文は 1が単角付斜行文で、3・４が双角付斜行文（4には
短い斜行文が付随している）、5が縦位の鋸歯状文、6が横位連繋したＶ字状文である。双角付斜行文は
埼玉県浦和市稲荷越遺跡第 2次調査第 1号ファイヤーピット出土の区画文間充填土器［第 13図 2］に
も施されている。 
5の鋸歯文はおそらく子母口式期の流水文［第 3図 5］が直線化したものであろう。野島 1式期に流
水文が曲線を保ったまま施文された例としては千葉県本埜村瀧水寺裏遺跡出土の区画文間充填土器［第
17図 2］が挙げられる。この土器では細隆起線による流水文と縦位区画文間で沈線充填を施さない無文
部を設けて、新たな文様意匠を創出している。6は第 3図 1のような子母口式文様からの派生が想定で
きる。4 では区画文が集合沈線で描かれ、充填文は認められない。角部が縦位区画文に接しており、襷
状文の成立に関わる土器かもしれない。 
千葉市鳥喰東遺跡出土の区画文間充填土器［第 15図 1］は底部まで現存する貴重な個体である。文様
意匠は細隆起線による単線で描かれ、その構成は統一感に欠けながらも曲線文やX字状文が認められる。
充填文には沈線と刺突文が併用され、刺突文は意匠区画文の縁辺部などで線状に施される箇所があり、
そこでは無文部が形成される。雫状に区画された無文部は第 6図 2のような逆三角形の文様と関連があ
るのであろうか。 
曲線文については赤羽台遺跡国立王子病院跡地地区 FP20出土の区画文間充填土器［第 15図 3］に施
された曲線文と類似し、刺突文の充填の仕方も同様である。この土器と共伴する第 15 図 2の土器は細
隆起線のみが施されるが、文様帯の上下を梯子状文が巡り、菱形区画内に充填文が施されことから、両
者の並存が確認できる。同様の並存状況は多摩ニュータウン№674遺跡出土土器［第 15図 4］にも認め
られる。この土器では口唇直下に細隆起線による梯子状文があり、その下位に細隆起線による区画文間
を横位の細沈線が充填している。 
東京都世田谷区堂ヶ谷戸遺跡第 24次調査地区炉穴 S群 3号炉穴出土の区画文間充填土器［第 16図 1］
は区画文に細隆起線を、充填文に概ね横位の細沈線を用い、縦位区画文上にはハの字状の刻みを付す。
縦位区画文の下端は開放しており、第 3図 7の子母口式に見える絡条体圧痕を付した扁平隆帯と相同の
関係にあると判断される。大振りの孤状文が縦位区画文と斜行文によって分断され、屈曲文やＵ字状文
も配されているが、縦位区画文を境に隣り合う区画内の文様は統一性に欠ける。百済木遺跡Ｉ区 3号縄
文土坑出土の区画文間充填土器も細隆起線区画に沈線を充填するものだが、縦位区画文を境に隣り合う
区画内の文様構成は第 16図 1以上に統一感がない。その文様配列の異質さは第 4図 1の子母口式期の
土器に近い。孤状文、屈曲文、X字状文の他、環状文もある。充填部位も定まらず、無文部が不規則に
残っている。 
以上、野島 1式の主な文様意匠を概観したが、その多くは子母口式・田戸上層式に系譜を辿ることの
できるものばかりであり、田戸上層式→子母口式→野島 1式という流れの中で文様が継承され推移した
ことが確認できた。田戸上層式から子母口式にかけては城ノ台北貝塚第五類土器〔吉田 1955〕に代表さ
れる無文化傾向にあるとされる土器群に視点が集中してきたが、その解釈だけでは捉え切れない文様の
変遷過程に目を向ける必要がある。 
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第 15図  
第 15図 野島 1式土器（4） 
1 
4 
  1 千葉市鳥喰東遺跡  2・3 東京都北区赤羽台遺跡国立王子病院跡地地区 FP20   
4 東京都八王子市多摩ニュータウン№674遺跡 
3 
2 
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第 16図   
第 16図 野島 1式土器（5） 
1 
  1 東京都世田谷区堂ヶ谷戸遺跡第 24次炉穴 S群 3号炉穴  2 埼玉県川本町百済木遺跡Ⅰ区 3号縄文土坑 
2 
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第 17図 
 
第 17図 千葉県本埜村瀧水寺裏遺跡出土土器 
2 1 
1 35号炉穴  2 38号炉穴 
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まとめ 
従来子母口式は「無文化傾向」という言葉で語られがちであったが、複雑な文様意匠を持つ土器を含
んでいる。「区画内充填手法」を採る土器や、「梯子状文」を用いた土器も子母口式の範疇に含めて理解
されるべきである。田戸上層式で横位展開した文様が子母口式期に至り縦位区画文によって解体され、
文様構成上のカオスが現出する。このような状況下で複雑な文様意匠が生み出されるとともに、「区画内
充填手法」が存続したと考えている。「梯子状文」は絡条体圧痕を付す扁平隆帯あるいは平行沈線間の貝
殻腹縁文との置換関係にある文様として、子母口式の中に含めて捉え直したい。 
野島 1 式では子母口式から多くの文様が引き継がれながら「区画文間充填手法」が確立する。その一
方で「区画文間充填手法」を採用せず、文様要素として梯子状文を用いた土器群も存在した。前者を「区
画文間充填土器」、後者を「梯子状文土器」と呼ぶことにした。両者は異なる出自を持ちながら、並存関
係にある土器群と解した。子母口式にも田戸上層式由来の区画内充填が見受けられるが、野島 1 式で確
立する区画文間充填手法とは根本的な相違がある。 
区画文間充填手法は横位区画文･縦位区画文･意匠区画文の間のスペースを面的に充填するものであ
って、子母口式の部分的・局所的な充填手法とは異なる。また近年では、子母口式の中に沈線と横位多
段の連続刺突文が複合して一見面的な充填がなされたものが存在することもわかってきた。これらは区
画文間充填手法の祖形とも見なせるものであるが、区画文と充填文が未分化で、横位･縦位･意匠区画文
が揃っていないことが多い。よって野島 1 式の区画文間充填土器とは別物と考えたい。梯子状文土器に
ついては前代の子母口式期にその存在が認められる。 
野島 1 式の文様意匠は斜行文・単角付斜行文・双角付斜行文、y 字状文、X 字状文、屈曲文のほか、
Ｊ字状文やＵ字状文、弧状文など曲線的なものが多く、縦位区画文を跨いで施文されるものもある。子
母口式期の流水文は野島 1 式期にはそのまま継承されるものと、直線化して縦位の鋸歯状をなすものと
がある。環状文もある。充填文は横位方向が特徴的で、細くて鋭い沈線を用いることが多い。横位施文
は子母口式で盛行した横位多段の刺突文の流れを引いているのだろう。細くて鋭い沈線は田戸上層式・
子母口式譲りのものだ。口唇部には子母口式の代名詞ともいえる絡条体圧痕を加えるものもある。 
以上、前型式である子母口式、更には田戸上層式をも視野に入れ、田戸上層式→子母口式→野島 1 式
という変遷を辿ることで、野島 1 式の成立を見直すことができた。 
 
註 
1) 千葉県成田市木の根№6 遺跡 A 地点出土土器のうち第Ⅲ群土器 a 種に分類されたもの〔宮 1981〕を標式資料と
する。細隆起線により縦位・横位・斜位のシンプルな文様構成を採る。そこには野島式に比定すべき特性は認め
られない。子母口式の組成の一部を示す土器群と解すべきであろう。 
2) このとき安孫子は清水柳遺跡第二群土器を検討する中で、絡条体圧痕の土器を野島式に先行するものであるとの
認識を示している。 
3) 文様帯に着目した同様の見解は金子直行も提示しており、「子母口式から野島式への変遷は従来不明な点が多い
とされてきたが、口縁部文様帯の変革をとらえることで、ある程度説明のつくものとなった」と記している〔金
子 1984〕。 
4) どちらも既に指摘されている事項である〔井上 1997・1998〕。 
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